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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からデータを受信するための受信手段と、
　前記受信手段が受信した複数の可変長レコードで構成されるデータ列から、ユーザの指
示に従って任意のレコードデータを取得するデータ取得処理手段と、
　取得したレコードデータの先頭位置のアドレス情報を格納するアドレス管理リストと、
　取得したレコードデータを表示するための表示手段とを備え、
　前記ユーザが指示したレコードデータのアドレス情報が前記アドレス管理リストに格納
されていないとき、前記データ列の各可変長レコードの先頭位置にあるレコード長情報に
基づいて、取得対象のレコードデータのアドレス情報を取得すると共に、該レコードデー
タまでの連続するすべてのレコード先頭位置のアドレス情報を抽出して、前記アドレス管
理リストに保持させるアドレス情報抽出手段を備える、データ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、外部から受信した可変長レコードで構成されるデータ列を処理するためのデー
タ処理システムおよびそれを用いるデータ表示装置の構成に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、テレビ放送等においても、放送される映像情報および音声情報と関連する文字デー
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タが放送局から送信され、受信機側において映像情報および音声情報と並行して、あるい
は文字情報のみがディスプレイ上に表示されるという放送形態がとられる場合がある。
【０００３】
たとえば、テレビ放送において、天気予報の情報をデータ放送により伝送する場合、この
ような天気予報に関する情報は、連続したバイナリデータであって、その内容自体は表形
式であるデータとして伝送されることが多い。受信機側では、ユーザの指示に従って、こ
のようにして放送されたバイナリデータから所望のデータの取得を行なって、ユーザが求
めた地域や時刻等の天気予報情報をディスプレイ上に表示することになる。
【０００４】
ところが、このような天気予報の情報等は、複数の可変長なレコードデータがバイナリデ
ータとして順次伝送される。このようなバイナリデータから複数の可変長レコードデータ
の取得を行なう際には、受信機においては、先頭から１行ずつスキャンを行なって所望の
レコード位置を探索する必要がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような従来の技術を用いた場合、所望のレコード位置が受信した
バイナリデータ中の後方にあると、先頭から１行ずつスキャンすることにより、レコード
データ取得までに膨大な時間を要するという問題点があった。
【０００６】
この発明は、上記のような問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、
外部から順次受信した複数の可変長レコードで構成されるバイナリデータから、ユーザの
指示に従って任意のレコードデータを取得する際に、レコードデータ取得までの時間を短
縮することが可能なデータ処理システムおよびこれを用いたデータ表示装置を提供するこ
とである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明のデータ表示装置は、外部からデータを受信するための受信手段と、前記受信手
段が受信した複数の可変長レコードで構成されるデータ列から、ユーザの指示に従って任
意のレコードデータを取得するデータ取得処理手段と、取得したレコードデータの先頭位
置のアドレス情報を格納するアドレス管理リストと、取得したレコードデータを表示する
ための表示手段とを備え、前記ユーザが指示したレコードデータのアドレス情報が前記ア
ドレス管理リストに格納されていないとき、前記データ列の各可変長レコードの先頭位置
にあるレコード長情報に基づいて、取得対象のレコードデータのアドレス情報を取得する
と共に、該レコードデータまでの連続するすべてのレコード先頭位置のアドレス情報を抽
出して、前記アドレス管理リストに保持させるアドレス情報抽出手段を備える。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００２２】
図１は、本発明に係るデータ処理システムを備えるデータ表示装置１０００の構成の例を
示した概念図である。
【００２３】
図１においては、一例として、上述したようなデータ放送を受信することが可能な受信機
１０１において、本発明に係るデータ処理システムが使用され、データ表示装置１０００
が実現されている場合の構成を示している。
【００２４】
図１を参照して、受信機１０１は、アンテナ２を介して、映像および音声ストリームと多
重されたデータ放送コンテンツを受信し、データ放送コンテンツに記述された情報に従っ
て、ディスプレイ１０２およびスピーカ１０３を介して、映像、音声、文字、図形などを
表示する。
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【００２５】
ユーザは、リモコン１０４を用いて、データ放送サービスを選択し、所望の情報を得るこ
とができる。
【００２６】
図１に示した例においては、ユーザが、各地の明日の天気に対する天気予報の情報を得る
にあたり、東京地方をその天気予報の対象として選択した状態を示している。したがって
、ディスプレイ１０２上において、「東京」が選択され、画面上で四角形の枠で囲まれて
いる。
【００２７】
図２は、図１に示した受信機１０１の内部構成を説明するための概略ブロック図である。
【００２８】
図２を参照して、受信機１０１において、アンテナ２により受信されたＲＦ信号は、受信
部２０１において、選局されて復調処理およびデコード処理等を行なわれ、分離部２０２
に与えられる。分離部２０２は、受信部２０１からの信号を、映像音声情報に対する信号
と、データ放送コンテンツとに分離する。分離部２０２から、映像および音声ストリーム
は、ＡＶ処理部２０３へ送られ、データ放送コンテンツはコンテンツ用メモリ２０４に送
られる。ＡＶ処理部２０３は、映像および音声ストリームを受けて、対応するカラー画像
を表示可能な信号に変換する。
【００２９】
一方、コンテンツ用メモリ２０４に蓄積されたデータ放送コンテンツに対して、ＣＰＵ２
０７が処理を行なうことにより、文字や図形等をデータ放送コンテンツによって指定され
たディスプレイ１０２の画面上の指定位置へ表示するための信号が、オンスクリーンディ
スプレイ処理部（以下、「ＯＳＤ処理部」と呼ぶ）２０５に与えられ、さらにＯＳＤ処理
部２０５によって、映像データと文字や図形等が合成された後、ディスプレイ１０２上に
表示される。
【００３０】
ユーザからの入力信号は、リモコン１０４からユーザインターフェイス２０８を介してＣ
ＰＵ２０７に伝えられる。ＣＰＵ２０７では、データ放送コンテンツとして受信されたプ
ログラム内に記述された入力情報に対する処理を実行して、メディアの表示制御や受信機
の動作制御を行なう。
【００３１】
次に、データ放送コンテンツ内にバイナリデータが含まれている場合の処理手順について
説明する。
【００３２】
図３および図４は、データ放送コンテンツに基づいた表示例を示す概念図である。
【００３３】
まず、図３に示すように、天気予報情報の画面において、地域選択画面が表示される。図
３に示した例では、たとえば、地域として札幌、東京、大阪および福岡の中から、ユーザ
が天気予報を見たいと思う地域を選択する構成となっているものとする。図３では、ユー
ザからのリモコン１０４を介しての指示により、東京が選択されている状態を示す。
【００３４】
図４は、図３のようにしてユーザによって選択された東京地方の明日の天気の情報が表示
されている状態を示す。
【００３５】
図４に示されている表示のうち１行目の「の明日の天気」、２行目の「天気」、３行目の
「最高気温」および「℃」、４行目の「最低気温」、「℃」および「戻る」との表示は、
ユーザがどの地域を選択するかにかかわらず固定された表示が行なわれる領域である。
【００３６】
一方、１行目の「東京」、２行目の「晴れのち曇り」、３行目の「２２」、４行目の「１
６」等の表示は、ユーザがどの地域を選択するかに応じてその表示内容が変更される部分
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である。
【００３７】
後に説明するように、このようなユーザの選択に応じてその表示内容が変更される部分に
ついては、放送局からは、表形式のデータとして、受信機１０１に対して送信されている
。
【００３８】
すなわち、データ放送コンテンツに、選択した地域の天気情報が、表形式データを表現す
るバイナリデータとして含まれており、図４の画面を表示する際に、このバイナリデータ
から天気情報データの検索が行なわれることになる。
【００３９】
図５は、図３および図４で示したような天気予報提供サービスを実現するためのデータ放
送コンテンツのうち、ユーザからの指示に従って、バイナリデータから天気情報データを
取得するための検索処理に対応するプログラムリストを示す。
【００４０】
ここで、図５に示したようなプログラムは、ＸＭＬ（eXtensible Markup Language）に基
づいて、放送用に仕様変更を行なった言語である「ＢＭＬ（Broadcast Markup Language
）」により記述されている。
【００４１】
図５を参照して、まず、１行目の「var bt」によって、変数btの宣言が行なわれる。
【００４２】
続いて、放送局から受信した表形式のデータである”tenki.bt”というバイナリデータを
変数btに読込むための関数bt＿new（）の定義が行なわれる。
【００４３】
このようにして、変数btに読込まれた天気情報に対応したバイナリデータから、ユーザに
よって指定される地域を表わす変数locationを引き数とする関数getTenkiData（location
）により、選択された地域に応じて、天気、最高気温、最低気温の値の検索および取得が
行なわれる。取得された天気、最高気温、最低気温は、関数dispData（）により画面に表
示される。
【００４４】
ここで、まず関数bt＿new（）の定義式中で用いられる関数newBinaryTable（X,Y）は、第
１番目の引き数Ｘによって指定されるバイナリデータからのデータを読出すことを示す。
さらに、この関数の２番目の引き数Ｙの“１，Ｓ：１Ｖ，Ｓ：１Ｖ，Ｉ：１Ｂ，Ｉ：１Ｂ
”は、Ｘで示されるバイナリデータに格納されているレコードデータのフォーマットを示
している。
【００４５】
すなわち、１番最初の「１」は、バイナリデータの可変長レコードの先頭の１バイト目に
は、各可変長レコードのレコード長が格納されていることを示す。続く「Ｓ：１Ｖ」は、
その各可変長レコードの先頭には、１バイト目にそのデータ長が記述されている第１の可
変長文字列データがあることを示す。さらに、この第１の可変長文字列データに続いて、
「Ｓ：１Ｖ」で表される第２の可変長文字列データが存在する。この第２の可変長文字列
データに続いて、各可変長レコードには、「Ｉ：１Ｂ」で表される２つのデータが存在す
る。ここで、「Ｉ：１Ｂ」は、１バイト長の固定長（「１Ｂ」で表される）の整数値デー
タ（「Ｉ」で表される）がレコード内に格納されていることを示している。
【００４６】
　一方、５行目からは、ユーザから指定された地域locationに基づいて、天気情報のデー
タをバイナリデータから獲得するための関数ｇetTenkiData（）の定義が行なわれる。こ
の定義中において、まず、「var tenki, maxTemp,minTemp」は、それぞれ、天気、最高気
温、最低気温を表す変数tenki, maxTemp,minTempを宣言するものである。また、関数bt.t
oString（X,Y）は、バイナリデータのテーブル中から、文字列データを取得するための関
数であり、１番目の引き数Ｘはバイナリテーブル内のレコード位置のインデックスを表わ
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し、２番目の引き数Ｙはレコード内のデータ位置のインデックスを示している。
【００４７】
関数toNumber（X,Y）も、バイナリデータ中から、整数値データを取得するための関数で
あり、引き数Ｘは、バイナリテーブル内のレコード位置のインデックスであり、引き数Ｙ
はレコード内のデータ位置のインデックスを示している。
【００４８】
図６は、天気情報を表わす可変長レコード形式のバイナリデータtenki.btのダンプ内容を
示す概念図である。
【００４９】
図６中では、バイナリデータのダンプ内容に対応した文字および数値データを、ダンプデ
ータの下に対比のために示している。
【００５０】
図６において、四角で囲んだバイトは各レコードの長さを示している。すなわち、図５で
説明した関数newBinaryTable（）関数中の２番目の引き数において、先頭の「１」が示し
ていたように、各レコードの１バイト目には、当該レコードのレコード長を示すデータが
存在している。
【００５１】
たとえば、１番最初の札幌の天気情報を示すレコードにおいては、レコード長として「０
Ｃ」が指定されているために、このレコードは、このレコード長を示すデータの後に、１
２バイト分のデータが存在するレコードであることが示されている。すなわち、各レコー
ドのデータは、四角で囲んだバイトの次バイトから始まり、次の四角で囲んだバイトの手
前までとなる。
【００５２】
続いて、この「札幌」の天気情報が格納されているデコードについて見ると、関数newBin
aryTable（）の２番目の引き数に示されているとおり、そのフォーマットとして次のデー
タは「Ｓ：１Ｖ」である。このため、まず先頭の「０４」がこれに続く可変長文字列デー
タのバイト数を示す。つまり、「０４」に続く「８Ｅ」～「７９」までの４バイトのデー
タが、「札幌」という文字列に対応するデータである。
【００５３】
さらに、関数newBinaryTable（）関数の第２引き数のデータフォーマットに従うと、これ
に続いて、「Ｓ：１Ｖ」のデータ、すなわち先頭バイトにデータ長が示されている可変長
文字列データが格納されていることになる。すなわち、「札幌」のデータに続く「０４」
は、これに続く文字列データが４バイトであることを示す。したがって、「９０」～「Ｅ
Ａ」が、「晴れ」との文字列に対応している。
【００５４】
さらに、関数newBinaryTable（）の第２引き数のデータフォーマットによれば、この「晴
れ」との文字列データの後に、「Ｉ：１Ｂ」で表わされるデータが２つ続いていることに
なる。上述のとおり、「Ｉ：１Ｂ」は、整数値のデータ（「Ｉ」により表現される）が、
固定長の１バイトのデータであることを示している。
【００５５】
したがって、「晴れ」のデータに続く１６進数の「１２」という１バイトのデータが、１
０進表示で最高気温の「１８」を示し、これに続く１バイトの「０Ａ」との１６進データ
が、１０進表示では「１０」という最低気温を表現していることになる。
【００５６】
以上で、第１番目のレコードの「札幌」の天気情報に対するデータが終了し、引続いて、
「東京」に対応するレコードが存在している。「東京」に対応するレコードは、「１４」
との１バイトのデータの直後から始まっており、すなわち、２０バイトの長さを有してい
ることがわかる。
【００５７】
以下同様にして、「大阪」および「福岡」の天気情報が可変長レコードにより構成される
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一連のバイナリデータとして、放送局から送信されてくることになる。
【００５８】
以上のような連続したバイナリデータで表わされる可変長レコードの天気情報が放送によ
り伝送された後に、ユーザが、たとえば「東京」の天気情報を知りたい場合、リモコン１
０４から、受信機１０１に対して「東京」の選択を指示する。これに応じて、ＣＰＵ２０
７では、コンテンツ用メモリ２０４中に格納されている図５に示したような検索用のプロ
グラムに基づいて、やはりコンテンツ用メモリ２０４中に格納されている放送されたバイ
ナリデータから東京の天気情報を獲得する。
【００５９】
より具体的に言えば、図５に示したプログラムにおいて、関数bt.toString（1,1）の処理
によって、１番目のレコード内の１番目のデータ位置からのデータの取得が行なわれる。
【００６０】
このとき、従来の方法では、まず第０番目の札幌の天気の情報を含むレコードについては
、その先頭の「０Ｃ」で表わされるレコードの長さ、すなわち１２バイト分だけデータを
先頭からスキャンすることにより、続く１番目のレコードの東京の天気情報が格納された
レコードの長さが２０バイト（０ｘ１４）であることを検知して、この２０バイトのレコ
ードのデータのうち、１番目のデータから天気情報として“晴れ後曇り”の文字列を取出
す。同様にして、関数bt.toNumber（1,2）、関数bt.toNumber（1,3）の処理により、東京
の最高気温、最低気温をバイナリデータから取出す。
【００６１】
大阪や福岡の天気情報を取出す場合も、一連のバイナリデータから、札幌、東京のレコー
ドデータを先頭からスキャンしていくことにより、大阪のデータさらには福岡のデータの
抽出を行なう。
【００６２】
このように、従来の方法では、所望のレコードがバイナリデータの後方に存在する場合で
も、先頭から順次レコードをスキャンする必要があり、大きなサイズのバイナリデータか
らレコードデータを取出すとき処理に時間を要してしまうことになる。
【００６３】
そこで、本発明に係る受信機１０１においては、図２に示すようにアドレス管理用メモリ
２０６を設け、たとえば、図５の関数bt＿new（）がＣＰＵ２０７から呼出された際など
に、バイナリデータの各レコードの先頭位置のアドレスをアドレス管理用メモリ２０６に
対してリストとして保持しておく処理をさらに追加する。
【００６４】
このようなリストを参照して、各天気情報を抽出することとすれば、ユーザがリモコン１
０４を用いて地域選択を行なう２回目以降の処理においては、検索時間を短縮することが
可能となる。
【００６５】
図７は、アドレス管理用メモリ２０６に格納される、アドレス管理用リストの例を示す図
である。図７に示すとおり、０番目のレコードであるrecord［０］の先頭アドレスがアド
レス“０００００００１”であることが格納されている。他のレコードについても同様で
ある。
【００６６】
つまり、図７に示すとおり、アドレス管理用メモリ２０６は、各レコードのインデクスの
０～３の値と対応づけて、各レコードデータの先頭位置である、図６において四角で囲ん
だバイトの次のバイトのアドレスを保持している。このアドレス管理用メモリ２０６に格
納されるアドレス管理用リストは、固定長レコードのリストデータである。
【００６７】
［アドレス管理用リストの作成タイミング］
このようなアドレス管理用リストをいつの時点で、また、どのレコードのアドレスまでア
ドレス管理用メモリ２０６に作成して格納しておくかについては、以下に説明するような
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いくつかの方式が考えられる。
【００６８】
［作成タイミング１］
図８は、このようなアドレス管理用メモリ２０６に、レコードの先頭位置のアドレスを格
納する第１番目の処理を示すフローチャートである。
【００６９】
なお、以下に説明するような関数newBinaryTable（）によるバイナリデータの読出しの処
理とアドレス管理リストの作成処理は、このバイナリデータの受信完了時に行なっておき
、予め受信されたすべてのレコードデータの先頭位置のアドレス情報をアドレス管理リス
トとして作成しておくことが可能である。
【００７０】
すなわち、図８を参照して、ＣＰＵ２０７が、図５に示したプログラムを実行するに当た
り、関数newBinaryTable（）が呼出される（ステップＳ１００）。
【００７１】
バイナリデータが格納されたファイルを、コンテンツ用メモリ２０４から読出処理が行な
われる（ステップＳ１０２）。
【００７２】
このとき、ファイル読込に失敗した場合は（ステップＳ１０４）、エラー終了のため、メ
インルーチンにはエラーが生じたことを示す“false”を返す処理を行なう（ステップＳ
１０６）。
【００７３】
一方、ステップＳ１０４において、ファイル読込が正常に行なわれた場合、続いて、読込
まれたファイルに対するスキャン動作が終了したか否かの判定が行なわれる（ステップＳ
１１０）。
【００７４】
スキャン動作が終了していない場合、続いて、変数tempにスキャン対象となるレコードの
レコード長を格納する（ステップＳ１１２）。
【００７５】
次に、レコード長が格納されたバイトをスキャンし（ステップＳ１１４）、レコードデー
タが格納されているアドレスへ移り、そのアドレスをアドレス管理用リストに格納する（
ステップＳ１１６）。
【００７６】
その後、変数tempで示されているレコードデータのバイト長分だけさらにバイナリデータ
のスキャンを行なって（ステップＳ１１８）、処理はステップＳ１１０に復帰する。
【００７７】
次のレコードに対しても同様に、変数tempにレコード長のデータを格納し（ステップＳ１
１２）、レコード長のバイトをスキャンして（ステップＳ１１４）、現在のアドレスすな
わちレコード内のデータの先頭アドレスをアドレス管理用リストに格納する（ステップＳ
１１６）。続いて、変数tempバイト分だけスキャンを行なって（ステップＳ１１８）、処
理が再びステップＳ１１０に復帰する。
【００７８】
以下同様にして、バイナリデータに含まれるすべてのレコードの先頭位置のアドレスの格
納が完了した場合に、関数newBinaryTable（）の処理を終了する。
【００７９】
このような処理が終了すると、ＣＰＵ２０７は、ユーザがリモコン１０４により天気予報
の対象地域の選択を行なうのを待機することになる。
【００８０】
図９は、図８に示したような処理を行なって、アドレス管理用メモリ２０６中にアドレス
管理用リストが格納された後の、レコードデータの取得処理を示すフローチャートである
。
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【００８１】
すなわち、ユーザがリモコン１０４により天気予報の対象地域の選択を行なった後に、図
５に示したプログラムの処理において、関数toString（）や、関数toNumber（）に処理が
行なわれる際の処理のフローを示している。
【００８２】
図９を参照して、関数toString（row, column）や関数toNumber（row, Column）が呼出さ
れると（ステップＳ２００）、これら引数rowの大きさとアドレス管理用リストの格納レ
コード数との比較が行なわれる（ステップＳ２０２）。
【００８３】
引数rowがアドレス管理用リストの格納レコード数以上の場合、関数toString（）や関数t
oNumber（）は、引数値がエラーを示す値“false”を返す（ステップＳ２０４）。
【００８４】
一方、ステップＳ２０２において、引数rowがアドレス管理用リストの格納レコード数よ
りも少ない場合、続いて、アドレス管理用リストのインデックスの値が引数rowである位
置に対応するアドレス値の取得が行なわれる（ステップＳ２１０）。
【００８５】
続いて、アドレス管理用リストから取得したアドレスをもとに、バイナリデータからレコ
ードデータの読込が行なわれ（ステップＳ２１２）、読込まれたレコードデータから、図
５のフォーマット指定に基づいて、引数columnで指定される位置のデータの取得が行なわ
れる（ステップＳ２１４）。
【００８６】
以上の処理が終了した段階で処理が終了し、正常終了であることを示す返り値“true”が
メインルーチンに返される（ステップＳ２１６）。
【００８７】
このような処理により、ユーザが天気情報を画面上で見ようとした場合に、各地の天気情
報を格納したバイナリデータの先頭から、所望の地域に対応したレコードまでスキャンし
てデータの読出しを行なうという必要がなく、当該所望の地域に対応したレコードをその
アドレスにより直接参照できるので、天気情報の表示までの所要時間を短縮することがで
きる。
【００８８】
［作成タイミング２］
以上説明したような作成タイミング１の処理では、アドレス管理用リストへバイナリデー
タの各レコードの先頭位置のアドレスを格納する処理を、関数newBinaryTable（）がメイ
ンルーチンから呼出された時点で行なっていた。
【００８９】
これに対して、メインルーチンにおいて、関数newBinaryTable（）が呼出された時点では
なく、図５に示したプログラム処理内において、関数toString（）や関数toNumber（）が
実行された際に、この関数の引数で指定されたレコードまでについて、その都度アドレス
管理用リストを作成して、アドレス管理用メモリ２０６に格納するという処理を行なうこ
とも可能である。
【００９０】
図１０は、このようにレコードデータの取得処理が行なわれるごとに逐次的にアドレス管
理用リストを作成する処理を示すフローチャートである。
【００９１】
図１０に示す処理では、関数toString（）や関数toNumber（）の処理で初めて読込が行な
われるファイルの場合、まだアドレス管理用リストにはレコード先頭位置を示すアドレス
が格納されていない状態である。このため、所望のレコードまでのデータを１レコードず
つスキャンし、その際、各レコードの先頭位置を逐次アドレス管理用リストに格納すると
いう処理を行なう。
【００９２】
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すなわち、図１０を参照して、関数toString（row, column）や関数toNumber（row, colu
mn）が呼出されると（ステップＳ３００）、まず、読出対象となっているファイルが、初
めてデータの読込を行なうファイルであるか否かの判定が行なわれる（ステップＳ３０２
）。初めて読込むファイルでない場合は、後に説明する「処理２」に処理が移行する（ス
テップＳ３０４）。
【００９３】
一方、初めて読込むファイルである場合（ステップＳ３０２）、変数indexに０が代入さ
れ、変数maxIndexに引数rowが代入される（ステップＳ３１０）。
【００９４】
続いて、バイナリデータのスキャンが開始され、先頭のレコードに対応するレコード長が
変数tempに代入され、インデックスの値が１だけインクリメントされる（ステップＳ３１
２）。
【００９５】
次に、レコード長を表すバイト（たとえば、図６の説明では１バイト分）についてはバイ
ナリデータをスキャンし（ステップＳ３１４）、レコード長を表わすバイトの次のアドレ
スをアドレス管理用リストに当該レコードの先頭アドレスとして格納する（ステップＳ３
１６）。
【００９６】
次に、変数indexの値と、引数rowの値とが比較される。変数indexの値が引数row以下であ
る場合は、処理はステップＳ３２０に移行して、変数tempで表わされるバイト分だけバイ
ナリデータをスキャンした上で、再び処理がステップＳ３１２に復帰する。ステップＳ３
１２では、次のレコードに対応するレコード長を表すバイトから次のレコードのレコード
長のデータを読取り、これを変数tempに代入し、変数indexの値を１だけインクリメント
する。
【００９７】
以下、同様の処理がステップＳ３１８まで繰返される。
一方、ステップＳ３１８において、変数indexが引数rowよりも大きい場合は、現在の位置
が引数rowによって指定されたレコードであるため、現在の位置からレコードデータの読
込が行なわれる（ステップＳ３２２）。
【００９８】
読込まれたレコードデータから、続いて、引数columnの位置のデータの取得が行なわれ（
ステップＳ３２４）、処理が終了して、正常終了であることを示す値“true”がメインル
ーチンに返される（ステップＳ３２６）。
【００９９】
図１１は、図１０において示した「処理２」、すなわち、関数toString（row, column）
や関数toNumber（row, column）が呼出された際に、読出の対象となるファイルが初めて
読込むファイルではなく、２回目以降の読出処理である場合の処理を示すフローチャート
である。
【０１００】
すなわち、「処理２」が開始されると（ステップＳ３０４）、まず、所望のレコードのイ
ンデックスrowが、アドレス管理用リストに格納されたレコード数を示す値maxIndexより
も小さいか否かの判定が行なわれる（ステップＳ４０２）。
【０１０１】
インデックスrowがレコード数maxIndex以下である場合、続いて、アドレス管理用リスト
のインデックスが引数rowである位置のアドレスをアドレス管理用リストから取得する（
ステップＳ４１０）。
【０１０２】
取得したアドレスをもとに、バイナリデータからレコードデータの読込が行なわれ（ステ
ップＳ４１２）、レコードデータから引数columnの位置のデータの取得が行なわれる（ス
テップＳ４１４）。
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【０１０３】
以上により、処理が終了し、正常終了であることを示す値“true”がメインルーチンに返
される（ステップＳ４１６）。
【０１０４】
一方、ステップＳ４０２において、所望のレコードのインデックスrowがアドレス管理用
リストに格納されたレコード数maxIndexよりも大きい場合、アドレス管理用リストのイン
デックスがmaxIndexである位置のアドレスを、すなわち、アドレス管理用リストに格納さ
れた最後尾のレコードの先頭位置のアドレスを取得する（ステップＳ４２０）。
【０１０５】
この取得されたアドレスからレコード長のバイト分だけアドレスを引き戻した後（ステッ
プＳ４２２）、所望のレコードまでのデータを１レコードずつスキャンする。すなわち、
まず、変数indexに変数maxIndexの値が代入され、変数maxIndexには引数rowの値が代入さ
れる（ステップＳ４２４）。
【０１０６】
続いて、現状のレコードの先頭位置の１バイトのデータから、レコード長に相当するデー
タを取得して、変数tempに代入し、変数indexの値を１だけインクリメントする（ステッ
プＳ４２６）。
【０１０７】
次に、レコード長のバイト＋変数tempのバイト分のデータをスキャンし（ステップＳ４２
８）、処理は、「処理３」に移行する（ステップＳ４３０）。
【０１０８】
図１２は、図１１に示した「処理３」を示すフローチャートである。
図１２を参照して、「処理３」にＣＰＵ２０７の処理が移行すると（ステップＳ４３０）
、続いて、読出対象となっているバイナリデータの最終データまで処理が終了しているか
否かの判定が行なわれる（ステップＳ４３２）。
【０１０９】
データが最終データまで到達している場合は、エラー終了として、メインルーチンに値“
false”が返される（ステップＳ４３４）。
【０１１０】
一方、データが最終位置までスキャンされていない場合は（ステップＳ４３２）、変数te
mpに現在のレコードの先頭のデータからレコード長が読出され代入され、かつ変数index
の値が１だけインクリメントされる（ステップＳ４４０）。
【０１１１】
次に、レコード長を表わすバイトをスキャンし（ステップＳ４４２）、現在のレコードの
データ内容を表わす領域の先頭のアドレスをアドレス管理用リストに格納する（ステップ
Ｓ４４４）。
【０１１２】
続いて、変数indexの値と引数rowとの値が比較され（ステップＳ４４６）、変数indexが
引数row以下である場合は、変数tempバイト分だけデータのスキャンが行なわれて（ステ
ップＳ４４８）、処理は、ステップＳ４３２に復帰する。
【０１１３】
一方、ステップＳ４４６において、変数indexの値が引数rowよりも大きい場合は、現在の
位置からレコードデータの読込が行なわれ（ステップＳ４５０）、レコードデータから引
数columnの位置のデータの取得が行なわれる（ステップＳ４５２）。
【０１１４】
以上により処理が終了して、正常終了であることを示す値“true”がメインルーチンに返
される（ステップＳ４５４）。
【０１１５】
このような処理を行なうことで、関数toString（）や関数toNumber（）がメインルーチン
から呼出されるごとに、逐次各レコードの先頭位置をアドレス管理用リストに格納するの
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で、一括して各レコードの先頭位置を探索してアドレス管理用リストに格納する場合に比
べて、最初のデータの表示までの時間を短縮することが可能となる。
【０１１６】
なお、以上の説明では、可変長レコードの先頭の直前に１バイトのレコード長を示すデー
タが配置されるものとして説明したが、レコード長を示すデータの大きさは、さらに大き
なものでも、あるいはより小さいものでもよく、レコード長を示すデータの位置も、可変
長レコードの先頭の直前に限定されるものではない。たとえば、可変長レコードの先頭と
レコード長を示すデータと間に所定の大きさの管理データ等が挿入されていてもよい。
【０１１７】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【０１１８】
【発明の効果】
以上説明したとおり、本発明に係るデータ処理システムおよびそれを用いたデータ表示装
置によれば、データ列に対応したアドレス管理リストを予め作成することで、少なくとも
一度取得したレコードのインデックスよりも小さいインデックスのレコードデータを取得
する場合、高速にレコードデータを取得できる。
【０１１９】
また、一度取得したレコードのインデックスよりも大きいインデックスのレコードデータ
を取得する場合も、一度取得したレコードのアドレス位置からスキャンし当該レコードデ
ータを取得することにより、データ列の先頭から検索する方法に比べて、高速にレコード
データを取得できる。
【０１２０】
すなわち、アドレスを管理するためのリストの追加のみで、可変長のレコードから構成さ
れるデータ列から所望のレコードデータを取得する際の所要時間を短縮することが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るデータ処理システムを備えるデータ表示装置１０００の構成の例
を示した概念図である。
【図２】　図１に示した受信機１０１の内部構成を説明するための概略ブロック図である
。
【図３】　データ放送コンテンツに基づいた表示例を示す第１の概念図である。
【図４】　データ放送コンテンツに基づいた表示例を示す第２の概念図である。
【図５】　ユーザからの指示に従って、バイナリデータから天気情報データを取得するた
めの検索処理に対応するプログラムリストを示す。
【図６】　天気情報を表わす可変長レコード形式のバイナリデータtenki.btのダンプ内容
を示す概念図である。
【図７】　アドレス管理用メモリ２０６に格納される、アドレス管理用リストの例を示す
図である。
【図８】　アドレス管理用メモリ２０６に、レコードの先頭位置のアドレスを格納する第
１番目の処理を示すフローチャートである。
【図９】　アドレス管理用メモリ２０６中にアドレス管理用リストが格納された後の、レ
コードデータの取得処理を示すフローチャートである。
【図１０】　レコードデータの取得処理が行なわれるごとに逐次的にアドレス管理用リス
トを作成する処理を示すフローチャートである。
【図１１】　読出の対象となるファイルが初めて読込むファイルではなく、２回目以降の
読出処理である場合の処理を示すフローチャートである。
【図１２】　図１１に示した「処理３」を示すフローチャートである。
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【符号の説明】
２　アンテナ、１０１　受信機、１０２　ディスプレイ、１０３　スピーカ、１０４　リ
モコン、２０１　受信部、２０２　分離部、２０３　ＡＶ処理部、２０４　コンテンツ用
メモリ、２０５　ＯＳＤ処理部、２０６　アドレス管理用メモリ、２０７　ＣＰＵ、２０
８　ユーザインターフェイス。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１０】 【図１１】
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